障がい福祉課との意見交換会
特定非営利活動法人あいえるの会

第４期　郡山市障がい者福祉プランから特に要望
１、第１節　生活支援～地域で生活しやすいまちづくり～　　　　
＊生活支援対策の充実　　P２５
施策の基本的方向に、障がい者の経済的自立や生活安定のために、所得保障制度の充実や必要な時に必要と認められるサービスを受けることができるようにサービス供給量の確保と質の向上を図ります。また、介護保険との連携を図り適切な支援に努めます、と書かれてますが、
　　　①重度の障がい者にとって、介助者は重要な存在である。その人の障がいの状態だけの判断ではなく、どの様な生活を望んでいるのか、しっかりと把握したうえで必要な受給量を支給して欲しい。また、全国的にもヘルパーが不足している中、郡山市でも受給量が支給されていても、派遣できない事業所が増加しているのが現状である。今後、ヘルパー不足を解消して欲しい。

　　　②重度訪問介護利用を推進し、サービス利用者の日中活動及び在宅での生活の選択肢を増やしてほしい。また重度訪問介護を就労もぜひ利用できるようにして欲しい。これらのことを検討する場合は、当事者も参画出来るようにして欲しい。

＊訓練の充実と社会参加のための施策の充実　　P２７
施策の基本的方向に、地域で生活する障がい者の日常生活を豊かなものとするために必要な訓練の充実を図ります。また、生活に必要な外出や社会参加を促進するため、障がい者が移動しやすい環境整備、各種事業の充実を図ります。と書かれてますが、
　　　②訓練という言葉に違和感があり、障害者権利条約の中に、障がいは、障がい者自身ではなく、社会に障がいがあると言われている、障がい者が訓練をするという発想がおかしいのではないか。

　　　③移動しやすい環境の整備。あいえるの会では、3年前から交通問題について、他の障がい者団体、関係機関と意見交換会を行ってきた。その中で、お互いの認識不足があった。今後は、障がい福祉課だけではなく、移動しやい環境を、他の行政機関と障がい者団体と、移動に困っている当事者等の話を聞く場を設け、その意見をもとに素早く改善出来るようにして欲しい。


２、第４節　療育・教育・育成　～ライフステージに応じた支援～
＊教育施策の充実　P４７　
施策の基本的方向に、乳児期から就労期にわたる一貫した支援ができるよう、医療・保健
福祉・教育関係機関の連携を強化し、個々の障がい等の状況に応じて、様々な学びの場の提供や適応支援に努めます、と書かれてますが、

1 重度の障がい児に対して、最初から支援学校を進めているような話しを聴く事がある。それはおかしいのでは無いか。どのように、家族に情報を提供しているのか。また地域の学校を選べるように、インクルーシブ教育のできる環境（校舎等）の整備、職員（支援員含む）の育成をして欲しい。

　　　③ライフステージに応じた支援と言われていますが、障がい者の場合、支援学校、生活介護、入所と流れが出来ていて、選択肢が少ない。ライフステージに応じた支援が出来る様、必要な社会資源の開発と切れ目なく支援が出来るよう連携して欲しい。
　
３、第７節　生活環境　～セーフコミュニティに基づく安全・安心のまちづくり～
＊防災・防犯対策の推進　　P６８　
施策の基本的方向に、災害時における適切な情報伝達や避難所での配慮等、災害発生時における支援体制の構築や、防犯灯設置などの防犯対策の推進を図ります、と書かれてますが、

1 避難所の番号バリアフリー、また、必要な物資の確保・介助者の確保。行政も介助が出来るような研修の実施。

2 福祉避難所が、車いす等で移動できる場所に無い。また、要援護者リストに掲載され、安否確認には来てもらっているが、避難したい時に、避難できる移動手段を確保して欲しい。

＊安全快適な住環境の整備促進　　P６９
施策の基本的方向に、障がい者が安全に安心して生活できるよう、地域における暮らしの場の確保や障がい者に配慮した住宅の整備を促進します、と書かれてますが、

1 市営住宅は障がい者対応住宅がありますが、障がいの無い人も、高齢になる事を見据えて、全ての住宅をバリアフリー住宅にして欲しい。

　　　②障がいを理解している不動産会社は非常に少ない。行政からも働き掛けて欲しい。
